
令和2年7月豪雨
土砂生産量解析結果【速報版】

2020年7月13日作成
2020年7月22日更新

東北大学災害科学国際研究所 有働恵子
東北大学災害科学国際研究所 武田百合子

※速報のため，数値等は変更となる場合があります



期間降水量（2020年7月3日0時～7月18日24時）の推定値



土壌侵食モデルRUSLEの降雨強度係数R
（2020年7月3日0時～7月18日24時）の推定値



平成30年7月豪雨と令和2年7月豪雨の
土壌侵食モデルRUSLEによる土砂生産量Aの推定値

平成30年7月豪雨
2018年6月28日0時～7月8日24時

令和2年7月豪雨
2020年7月3日0時～7月18日24時



本推定結果について（2020/7/22更新）

【概要】
令和2年7月豪雨の期間（2020年7月3日0時から7月18日24時まで）の土砂生産量（1kmメッシュ）を推定しました．

今後，本推定結果の検証を行う予定です．

【土砂生産量の推定方法】
気象庁のレーダー・アメダス解析雨量データを使用し，Revised Universal Soil Loss Equation（RUSLE; Renard et al., 

1997）というモデルを用いて計算しました．降雨強度係数，土壌係数，地形係数，作物係数，ならびに土地保全係数
の積により推定しています．

【注意点】
当研究分野では，これまで年毎の土砂生産量を求めて数十年の土砂生産量の過去・将来の砂浜への影響を調べるな

ど，比較的長期の土砂生産量の算定にRUSLEを使用してきました（森田，2018；有働，2019；寺中ら，2019）．長期
の土砂生産量についてはダム堆砂量（国土交通省提供）を用いて検証を行っていますが，短期イベントへの適用につ
いては十分に知見が蓄積されておらず，今後現地調査や衛星画像解析等により土砂生産量の検証を行う必要がありま
す．
一方で，現時点では令和2年7月豪雨の被害の全容が明らかになっていない状況にあり，この情報が有用な情報とな

る可能性もあることから，ここに公開いたします．
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